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論文内容の要旨
異毛類繊毛虫ソライロラッパムシ CStentorcoeruleus)やブレファリズマ CBlepharismαjα'Ponicum)
はその細胞内に色素頼粒(表層頼粒)を持ち、その中にはそれぞれ色素化合物ステントリンやブレファリ
スミンが含まれている。これら色素頼粒はその内容物が細胞から放出されるためエクストルソームであり、
捕食性繊毛虫ディレプタス CDileptusmαrgaritifer)に対する自己防御として機能している。同目の繊
毛虫クリマコストマム CClimαcostomumvirens)は無色の細胞で色素頼粒を持たないが、その表層部に
色素頼粒と形態学的によく似た無色の表層頼粒を持っている。また、ディレプタスがクリマコストマムを
攻撃したとき、ディレプタスが引き下がる行動をとることから、クリマコストマムが捕食者に対する自己
防御物質を持つ事が示唆された。本論文では異毛類繊毛虫クリマコストマムとスピロストマム
CSpirostomum teres)、及び原始大核類繊毛虫ロクソデス CLoxodesstriαtus)の自己防御物質、自己
防御機能について化学的な側面から研究した。
第 1章では、クリマコストマム細胞のエタノール抽出液から新規化合物クリマコストールを単離し、 lH
NMR、13CNMR、MS分析より構造決定を行い、合成でその構造を確認した。クリマコストマムは低温
処理すると、捕食者に攻撃を受けたとき同様に、培養液中にエクストルソーム放出液を放出するo 第 2章
では、エクストルソーム放出液のHPLCとLC/MS分析を行い、エクストルソーム放出液にクリマコストー
ルが含まれていることを確認し、クリマコストールがクリマコストマムの自己防御として機能しているこ
とを明らかにした。さらに、クリマコストマム細胞の抽出液にはクリマコストール以外の成分の存在が確
認された。第3章では、クリマコストマム細胞の抽出液を硝酸銀でコーティングした分取用TLCで分離
精製し、クリマコストール同族体の構造を明らかにした。スピロストマムとロクソデスの細胞の抽出液に
も捕食者に対する致死活性物質が含まれている。第4章では、スピロストマムとロクソデスの致死活性物
質を単離し、構造決定を試みた。
論文審査の結果の要旨
生物は多様に進化し、種の繁栄のためそれぞれの生存環境のもと合目的に独自の生物活性物質を生み出
してきた。繊毛虫は原生動物に属する単細胞生物で8000種ほど知られているo 繊毛虫の生命現象について
は顕微鏡下観察されてきたが、その生命現象を司る二次代謝物質に関しては多くの場合未解明であるo 著
者は、繊毛虫間の捕食-被食関係に着目し、異毛類繊毛虫クリマコストマム CClimαcostomumvirens) 
とスピロストマム CSpirostomumteres)、および原始大核類繊毛虫ロクソデス CLoxodesstriαtus)の
自己防御物質の探索を行った。
-193-
クリマコストマムやスピロストマムと同じ異毛類に属す着色繊毛虫ソライロラッパムシ CStentor
coeruleus)やブレファリズマ CBlephαnsmαjaponicum)の色素化合物は、自己防御機能を有すること
が明らかになっている。クリマコストマムとスピロストマムの細胞はともに無色であるが、ソライロラッ
パムシやブレファリズマの色素頼粒と形態的に同じ表層頼粒を持つこと、および捕食性繊毛虫ディレプタ
ス(Dileptusmαrgαritifer)がクリマコストマムとスピロストマムに対し捕食動作をとったとき捕食に
至らず引き下がる行動を示すことから、クリマコストマムやスピロストマムは毒性物質を持つことが示唆
された。培養して得たクリマコストマムの細胞から、ディレプタスへの致死活性を指標に新規な毒性成分
クリマコストールを単離し、その核磁気共鳴スペクトル CNMR)とマススペクトノレ(MS)などを解析し化
学構造を1，3-dihydroxy-5-[(Z) -2' -nonenyl] benzeneと決定し、合成によりその構造を確認した。また、
クリマコストールが培養液中に放出されることを示し、クリマコストマムの表層頼粒はエクストルソーム
(放出体)であり、そこに含まれるクリマコストールが自己防御物質として機能していることを明らかに
した。さらに、活性画分を精査しクリマコストール同族体2種の化学構造を明らかにしている O スピロス
トマムの培養細胞からも同様な方法で新規な毒性成分スピロストモンAを単離し、その化学構造をsplro
(3，5-dimethyl-5，6， 7 ，8-tetrahydronaphtalene-l ，2，-dione-8，6' -pyran-2' ，5' -dioneと推定した。ロクソデ
スは原始大核類に属し、進化的には異毛類繊毛虫より下等と位置づけられている。構造決定までには至っ
ていないが、ロクソデスがもっ不安定な毒性物質の単離を達成しているO
以上のように、本論文では繊毛虫がもっ自己防御物質の化学構造を解明するとともに、その防御機能を
明らかにすることにより有機化学、特に天然物有機化学の研究分野の発展に寄与した。よって、本論文の
著者は博士(理学)の学位を授与するに値すると審査した。
